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＜連絡事項＞
特記事項なし
＜要注目患者様＞　
・畑中　成夫様～宗教に関する内容での話しかけ多く、説明にも自分本位な発言聞かれしつこさあり。
・太田　伸恵様～自訴はないが、声掛けには身体の痺れ感訴えている。不安感や焦燥感の訴えはない。
・船場　幸子様～血圧に固執した訴え聞かれ、頻回に測定する事あり。収縮期血圧104mmHgだが、説明にも聞き入れ悪く「低いからダメなんです」と話している。

＜小柳Dr診察情報＞
・大久保　すい様～診察室へ入るなり「おかず毒入ってる」と妄想様発言あり。本人の状態をふまえ、今後息子様へ面談実施検討していくとのこと。次週定期よりフルニトラゼパム減量、臨時薬は同内容で処方となる。
・山谷　由香様～「急に苛々する」「八つ当たりした」と話している。臨時薬バルプロ酸ナ
トリウム中止、インヴェガ追加、他同内容で処方となる。
・会津　慮子様～「体調はいいです」と穏やかに話している。処方変更なし。
・春山　知範様～「変わりないです」と穏やかに話している。処方変更なし。
・石切　久様～「こむら返りになった」と訴えあり、臨時薬に芍薬甘草湯追加処方となる。
・佐野　貢様～「子供一人ぐらい地元に残しておけばよかった」「酒...帰ったら飲まない
とは言えない」と話している。処方変更なし。
＜柞木田Dr診察情報＞
・上村　みわ様～「早く健康になりたい」「腰が痛い」「体操しても尿漏れよくならない」と話している。主治医より即効性はないため継続して体操行うよう説明されている。処方変更なし。
・太田　伸恵様～「不調の面と良くなった面がある」「お腹から足にかけての痺れ、怠さがあります」「食欲は出てきたかも」と話している。血圧高値はデュロキセチンの副作用によるものかもしれないとのこと(本日服用開始分より減量となっている)。本人より便が緩くなった都の訴えあり、本日夕より酸化マグネシウム中止の指示あり。
・和田　シュン様～「（声は）あんまり聞こえなくなった。でも毎日聞こえる」と話している。処方変更なし。臨時薬のメマンチンは時週より定期薬となる。
・中村　和夫様～「何ともない」と穏やかに話している。処方変更なし。
・船場　幸子様～「調子はあまりよくない」「血圧も低いし」と話している。主治医より現在の血圧であれば問題ない事説明されるも納得は出来ずにいる。血圧や疼痛に固執した訴えあるため、臨時薬でラツーダ追加処方となる。アムロジピン、猪苓湯は中止のままで経過観察していくこととなる。
・播摩　克子様～「あいかわらずです」と穏やかに話している。処方変更なし。
・中村　徳子様～「お通じは出やすくなりました。2日に1回位出ます。」と話している。「蝉の音が聴こえる」との訴えあり、ラツーダ再開していくこととなる。他臨時薬変更なし。
・出河　攻様～主治医より調子について問われ「痛みない」「落ち着かない気持ちもない」
と穏やかに話している。処方変更なし。
・中川原　義雄様～痔痛、便が硬い時があるとの訴えあり。臨時薬で桃核承気湯、ボラザG軟膏処方となる。
＜金Dr診察情報＞

・井上　和美様～「足は良くなった。頭は病める。」と話している。臨時薬同内容で処方となる。
・飯豊　信雄様～「この前叫んだけど今週は叫んでない」と話している。処方変更なし。
